
■建築基準法の天井脱落に係る規定

○ 建築基準法では、天井について、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃によって脱落
しないようにしなければならない旨規定【建築基準法施行令第３９条】

■建築基準法に基づく天井脱落対策の規制強化

天井脱落対策に係る基準を定め、建築基準法に基づき、新築建築物等への適合を義務付け

（平成２５年７月政令公布、同年８月告示公布、ともに平成２６年４月施行予定）

対象 ： ６ｍ超の高さにある200㎡超の吊り天井

基準 ： 吊りボルト等を増やす、接合金物の強度を上げるなど

建築基準法施行令の一部改正と関係告示等について

■天井脱落対策に係る基準の内容

現 状 基準（仕様ルート）

クリップ、ハンガー等の接合金
物

引っ掛け式等で地震時に滑ったり
外れるおそれ

ねじ留め等により緊結

吊りボルト、ブレース等の配置 設計により様々

密に配置
・吊りボルト 1本/㎡
・強化したブレース
基準に従って算定される組数

吊り長さ 設計により様々 ３ｍ以下で、概ね均一

設計用地震力（水平方向） 実態上、１G程度 最大２．２G

クリアランス 実態上、明確に設けられていない 原則、６ｃｍ以上
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■天井脱落対策に係る既存建築物への対応

○ ネットやワイヤの設置の基準について、増改築時に適用できる基準として位置付け

○ 防災拠点施設など特に早急に改善すべき建築物＊について改修を行政指導

＊ ア．災害応急対策の実施拠点となる庁舎、避難場所に指定されている体育館等の防災拠点施設

イ．固定された客席を有する劇場、映画館、演芸場、観覧場、公会堂、集会場

○ 定期報告制度の活用による状況把握

○ 社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金の活用による改修費用への支援

■現状の在来工法による天井の構成例



・東日本大震災では、非構造部材で甚大な被害が生じ、学校の屋内
運動場等の天井材が全面落下した事象等が多数発生。

・昨年５月以降、有識者会議※で屋内運動場等の天井等の落下防止
対策を中心に検討。同年９月、全国の学校設置者に対し天井等の
総点検及び対策を要請。

・国土交通省において、建築基準法施行令等を改正し、吊り天井に
関する技術基準を制定（平成25年８月公布、26年４月施行）。

※ 「学校施設における非構造部材の耐震対策の推進に関する調査研究協力者会議」（主査：岡田恒男日本建築防災協会理事長）

学校施設における天井等落下防止対策のための手引（概要）

■背景
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・致命的な事故が起こりやすい屋内運動場等の天井等は緊急性をもって優先的に対策を実施。
・構造体の耐震化が図られている施設であっても天井等の落下防止対策が必要。

☆対策工事の要否を迅速かつ効率的に判断するため、詳細な実地診断等を行わずとも対策の
検討に着手できるフローチャートを提示（別添参照）

第１節 天井の耐震点検と対策の実施

○天井の耐震点検から対策の実施までの手順を５つのステップに分けて解説。

（天井の耐震性に関する基本項目）
・壁際のクリアランス（隙間）の有無
・天井の耐震措置に関する特記事項の有無
・斜め部材の有無
・屋根形状と天井形状の比較による吊り長さの違い

○①天井撤去、②補強による耐震化、③撤去及び再設置、④落下防止ネット等の設置という
手法を示しつつ、確実な安全確保方策として「天井撤去を中心とした対策の検討」を要請。

○天井撤去と併せて断熱・吸音等の工夫を施したケーススタディも提示。

第２節 照明器具・バスケットゴール等の取付部分との耐震点検と対策の実施

第３節 関連する構造体の耐震点検と対策の実施

・第２節、第３節の耐震点検と対策は、吊り天井の有無にかかわらず実施する。

○二次災害防止の観点等から震災後の余震に備えた緊急点検チェックリストを提示。

■主な内容

天井撤去後の屋根
面に吹付け材を塗布
し断熱性能等を確保

「技術基準」を踏まえ、既存の屋内運動場等の吊り天井等について、
点検と対策の手順や内容等をわかりやすく解説した手引を作成。

外観からの目視等により
大半が点検可能

第１章 屋内運動場等における天井等落下防止対策の考え方

第２章 天井等総点検用マニュアル

第３章 震災後の余震に備えた屋内運動場等の天井等の緊急点検チェックリストの活用

平成２５年８月 文部科学省



クリアランス（隙間）の例

斜め部材（ブレース）の例

天井裏の吊り長さが異なる例

・屋根と天井の形状が違い
吊り長さが明らかに違う

ステップ５ 対策の実施 ※

ステップ１ 基本情報の確認

チェック表（1-2）
吊り天井の有無

表（1-3）天井
耐震性の基本項目

の確認

表（1-4）屋根形状
と天井形状の比較

ステップ２ 建物資料の収集

ステップ３ 図 面 診 断

チェック表（3-1
～3-8）の確認

ステップ４ 実 地 診 断

実地での
チェック表（3-1
～3-8）の確認

対策不要

補強の可能性
の検討

・クリアランスなし
・耐震特記なし
・斜め部材なし

・吊り天井なし

・屋根形状と天井形状は概ね平行している

・1つでも「撤去等検討」に該当

・1つでも「撤去等検討」に該当
・全て「OK」

・不可能または
撤去を選択

・可能

第1節開始

・吊り天井あり

・「撤去等検討」以外

・「要検討」あり

第2節「照明器具・バスケットゴール等」 ・第3節「関連する構造体」の点検と対策を実施

天井撤去を中心とした対策の検討

図面でチェックした
結果を再度実地
でチェック

ⅱ）天井の補強による
耐震化

ⅰ）天井撤去 または
ⅲ）天井の撤去及び再設置

対策が必要な施設
が複数ある場合は、
「対策の緊急性、
優先度の総合的な
検討」も実施

補 強 天井撤去

・クリアランス等あり

天井等総点検用マニュアルのフローチャート
「学校施設における天井等落下防止対策のための手引」より

※ 対策を実施するまでの間の応急的な措置として「落下防止ネット等の設置」を実施する場合を含む

木毛セメント板等の下地材の点検

別 添


